
 

 

中期事業計画（平成 27年度～平成 29年度）  

 

1．業務環境 

 

（1） 千葉県の景気動向 

 県内景気は、消費税率引上げ後の需要回復に格差はあるものの全体としては緩やかな回復が続いて

います。個人消費は消費マインドに弱さがみられるなかで、底堅い動きとなっています。また、観光関連

では円安を背景に外国人旅行客の増加によるホテル、旅館等の稼働率が持ち直しています。建設業で

は人手不足が単に労務費の増加だけではなく、工期の延長等により収益に大きな影響を与えている等、

厳しい環境が続いております。 

 

（2） 中小企業を取り巻く環境 

 県内経済は、大型小売販売額の持ち直しとともに有効求人倍率も引き続き改善傾向が続くなど、緩や

かな回復基調が続いています。しかし、円安による原材料価格の高騰や人手不足による人件費の高騰

等、体力が脆弱な中小企業を取巻く経営環境は、厳しい状況にあります。 

  

 

 

 



 

 

２．業務運営方針 

 

 千葉県信用保証協会は、公的な「保証機関」として、中小企業・小規模事業者の金融支援・経営支援

を積極的に行い、中小企業・小規模事業者の健全な育成と地域経済の発展に貢献するため、平成２７

年度から平成２９年度までの３ヵ年度における業務上の方針について、以下に掲げる事項を主要事項と

して取組んで参ります。 

 

（1） 顧客満足の追求 

中小企業金融の円滑化という保証協会の社会的使命を果たすため、中小企業・小規模事業者の目

線に立ち、共に考え、埋もれている信用力や発展性を発掘するとともに、経営改善や事業再生等、中小

企業・小規模事業者が求める質の高いサービスの提供や資金ニーズに応えられる体制を構築します。 

 

（2） 経営基盤の強化 

 県内中小企業・小規模事業者の多様なニーズに応え発展を支えていくために、職員の能力開発・人材

育成に取組み、経営方針の徹底・リスク管理体制の強化を図り、健全で効率的な運営により経営基盤の

強化に努めます。また、信用保険収支の改善については、適正保証の取組みに努め、企業のライフステ

ージに合わせた経営支援を行うことにより代位弁済を抑制するとともに、引続き保証協会債権回収株式

会社（サービサー）の有効活用により求償権回収の最大化を図ります。 

 



 

 

 

（3） 地域・社会への貢献 

 政府の成長戦略の柱となる「地方創生」に貢献するため、再生支援協議会等の支援機関と連携し、中

小企業・小規模事業者のライフステージに合わせたきめ細やかな支援を行い、地域経済の活性化に取

組みます。また、積極的に地域活動に参加・貢献することにより、地域社会との信頼関係を築きます。 


